
①

②

③

④

⑤
見通しをもって

最後まで、適切に

遊びの指導で取り組みたい
キャリア発達

（◎は主なもの、○は関連するもの）

遊びの指導における
年間の目標

参考　　　 知的障害のある児童生徒の『キャリアプランニング・マトリックス（試案）』　（国立特別支援教育総合研究所　2010）

ス
テ

ッ
プ

教師や家族と一緒に

教師や家族の支援で

教師や家族の一部の支援で

自分から進んで

好
き
な
活
動
に
思
う
存
分
取
り
組
み

、
充
実
感
や
満
足
感
を
も
つ

自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
を
す
る

目
標
を
立
て
て
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る

自
分
の
好
き
な
遊
び
や
物

、
活
動
な
ど
を
選
ぶ

活
動
後
に

、
が
ん
ば

っ
た
こ
と
や
楽
し
か

っ
た
こ
と
を
表
現
す
る

将
来

「
～

に
な
り
た
い

」
と
い
う
憧
れ
を
も
つ

日
常
生
活
で
は
お
金
が
必
要
な
こ
と
が
分
か
り

、
使
い
道
を
考
え
て
買
い

物
を
す
る

学
校
で

、
係
の
仕
事
・
清
掃
・
お
手
伝
い
を
す
る

家
庭
で
お
手
伝
い
を
す
る

排
せ
つ

食
事

生
活
リ
ズ
ム

(

睡
眠

）
を
整
え
る

健
康
管
理
を
す
る

身
体
を
動
か
し
て
遊
び
や
運
動
に
取
り
組
む

時
間
の
け
じ
め
を
つ
け
る
・
活
動
の
切
り
替
え
を
す
る

生
活
や
遊
び
の
中
で
道
具
を
正
し
く
使
う

身
近
な
職
業
や
働
く
人
に
興
味
・
関
心
を
も
つ

経
験
し
た
こ
と
を
自
分
な
り
の
表
現
で
伝
え
る

経
験
し
た
こ
と
や
気
持
ち
な
ど
を
絵
や
文
字

、
文
章
で
表
現
す
る

決
ま

っ
た
額
で
の
買
い
物
を
す
る

歯
磨
き
や
洗
面

、
手
洗
い
を
す
る

身
だ
し
な
み
を
整
え
る

学
校
生
活
の
日
課
表
や
活
動
の
手
順
表
が
分
か
り

、
活
動
に
取
り
組
む

身
近
な
生
活
で
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
情
報
が
分
か
り
活
動
に
取
り
組
む

身
近
な
生
活
で
接
す
る
人
が
分
か
り

、
興
味
・
関
心
を
も
つ

身
近
な
生
活
や
遊
び
で
の
き
ま
り
・
マ
ナ
ー

を
守

っ
て
活
動
す
る

道
路
や
横
断
歩
道
な
ど
を
利
用
す
る

お
店
や
公
共
施
設
を
利
用
す
る

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

お
金

（
硬
貨
や
紙
幣

）
の
理
解

簡
単
な
買
い
物
を
す
る

具体的な
基礎的能力

興
味
の
あ
る
こ
と
・
好
き
な
も
の
を
も
ち

、
増
や
す

自
分
の
良
い
と
こ
ろ
・
得
意
な
こ
と
に
気
付
く

友
達
を
意
識
し
て
活
動
す
る

友
達
と
仲
良
く
遊
ぶ

友
達
の
良
い
と
こ
ろ
や

、
自
分
と
違
う
と
こ
ろ
に
気
付
く

習
慣
形
成

夢
や
希
望

や
り
が
い

目
標
設
定

あ
い
さ
つ

身
近
な
人
に
あ
い
さ
つ
を
す
る

集
団
活
動
に
参
加
す
る

友
達
と
一
緒
に
活
動
す
る

友
達
と
協
力
し
て
活
動
す
る

応
答
　

「
は
い

」
「
い
い
え

」
「
い
や

」

感
謝
・
謝
罪
 

「
あ
り
が
と
う

」
「
ご
め
ん
な
さ
い

」

要
求
　

「
～

く
だ
さ
い

」

援
助
依
頼
　

「
手
伝

っ
て
く
だ
さ
い

」

許
可
　

「
～

し
て
も
い
い
で
す
か

」

報
告
　

「
終
わ
り
ま
し
た

」
「
で
き
ま
し
た

」

自
己
選
択

振
り
返
り

清
潔

身
だ
し
な
み

 
様
々
な

 
情
報
へ
の

 
関
心
・
活
用

 
社
会
資
源
の

 
活
用
と

 
マ
ナ
ー

金
銭
の
理
解
と

扱
い

　
働
く

　
よ
ろ
こ
び

基礎的能力
自
己
理
解

他
者
理
解

協
力
・
共
同

集
団
参
加

意
思
表
現

 アセスメントシート　　知的障害特別支援学校　小学部　　年　氏名（　　　　　　　　）　
小学部段階のキャリア発達　：　職業及び生活にかかわる基礎的能力

キャリア発達にかかわる
四つの能力領域 人間関係形成能力 情報活用能力 将来設計能力 意思決定

能力 
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①

②

③ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑤ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

見通しをもって
最後まで、適切に

遊びの指導で取り組みたい
キャリア発達

（◎は主なもの、○は関連するもの）

遊びの指導における
年間の目標 　・友達に働きかけたり誘ったりして一緒に遊ぶ。　　・身体を思う存分動かして、楽しく遊ぶ。

参考　　　 知的障害のある児童生徒の『キャリアプランニング・マトリックス（試案）』　（国立特別支援教育総合研究所　2010）

ス
テ

ッ
プ

教師や家族と一緒に

教師や家族の支援で

教師や家族の一部の支援で

自分から進んで

好
き
な
活
動
に
思
う
存
分
取
り
組
み

、
充
実
感
や
満
足
感
を
も
つ

自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
を
す
る

目
標
を
立
て
て
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る

自
分
の
好
き
な
遊
び
や
物

、
活
動
な
ど
を
選
ぶ

活
動
後
に

、
が
ん
ば

っ
た
こ
と
や
楽
し
か

っ
た
こ
と
を
表
現
す
る

将
来

「
～

に
な
り
た
い

」
と
い
う
憧
れ
を
も
つ

日
常
生
活
で
は
お
金
が
必
要
な
こ
と
が
分
か
り

、
使
い
道
を
考
え
て
買
い

物
を
す
る

学
校
で

、
係
の
仕
事
・
清
掃
・
お
手
伝
い
を
す
る

家
庭
で
お
手
伝
い
を
す
る

排
せ
つ

食
事

生
活
リ
ズ
ム

(

睡
眠

）
を
整
え
る

健
康
管
理
を
す
る

身
体
を
動
か
し
て
遊
び
や
運
動
に
取
り
組
む

時
間
の
け
じ
め
を
つ
け
る
・
活
動
の
切
り
替
え
を
す
る

生
活
や
遊
び
の
中
で
道
具
を
正
し
く
使
う

身
近
な
職
業
や
働
く
人
に
興
味
・
関
心
を
も
つ

経
験
し
た
こ
と
を
自
分
な
り
の
表
現
で
伝
え
る

経
験
し
た
こ
と
や
気
持
ち
な
ど
を
絵
や
文
字

、
文
章
で
表
現
す
る

決
ま

っ
た
額
で
の
買
い
物
を
す
る

歯
磨
き
や
洗
面

、
手
洗
い
を
す
る

身
だ
し
な
み
を
整
え
る

学
校
生
活
の
日
課
表
や
活
動
の
手
順
表
が
分
か
り

、
活
動
に
取
り
組
む

身
近
な
生
活
で
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
情
報
が
分
か
り
活
動
に
取
り
組
む

身
近
な
生
活
で
接
す
る
人
が
分
か
り

、
興
味
・
関
心
を
も
つ

身
近
な
生
活
や
遊
び
で
の
き
ま
り
・
マ
ナ
ー

を
守

っ
て
活
動
す
る

道
路
や
横
断
歩
道
な
ど
を
利
用
す
る

お
店
や
公
共
施
設
を
利
用
す
る

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

お
金

（
硬
貨
や
紙
幣

）
の
理
解

簡
単
な
買
い
物
を
す
る

具体的な
基礎的能力

興
味
の
あ
る
こ
と
・
好
き
な
も
の
を
も
ち

、
増
や
す

自
分
の
良
い
と
こ
ろ
・
得
意
な
こ
と
に
気
付
く

友
達
を
意
識
し
て
活
動
す
る

友
達
と
仲
良
く
遊
ぶ

友
達
の
良
い
と
こ
ろ
や

、
自
分
と
違
う
と
こ
ろ
に
気
付
く

習
慣
形
成

夢
や
希
望

や
り
が
い

目
標
設
定

あ
い
さ
つ

身
近
な
人
に
あ
い
さ
つ
を
す
る

集
団
活
動
に
参
加
す
る

友
達
と
一
緒
に
活
動
す
る

友
達
と
協
力
し
て
活
動
す
る

応
答
　

「
は
い

」
「
い
い
え

」
「
い
や

」

感
謝
・
謝
罪
 

「
あ
り
が
と
う

」
「
ご
め
ん
な
さ
い

」

要
求
　

「
～

く
だ
さ
い

」

援
助
依
頼
　

「
手
伝

っ
て
く
だ
さ
い

」

許
可
　

「
～

し
て
も
い
い
で
す
か

」

報
告
　

「
終
わ
り
ま
し
た

」
「
で
き
ま
し
た

」

自
己
選
択

振
り
返
り

清
潔

身
だ
し
な
み

 
様
々
な

 
情
報
へ
の

 
関
心
・
活
用

 
社
会
資
源
の

 
活
用
と

 
マ
ナ
ー

金
銭
の
理
解
と

扱
い

　
働
く

　
よ
ろ
こ
び

基礎的能力
自
己
理
解

他
者
理
解

協
力
・
共
同

集
団
参
加

意
思
表
現

 アセスメントシート 　　知的障害特別支援学校　小学部　　年　氏名（　　Ａ児　　）　
小学部段階のキャリア発達　：　職業及び生活にかかわる基礎的能力

キャリア発達にかかわる
四つの能力領域 人間関係形成能力 情報活用能力 将来設計能力 意思決定

能力 
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① ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④

⑤

◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

見通しをもって
最後まで、適切に

遊びの指導で取り組みたい
キャリア発達

（◎は主なもの、○は関連するもの）

遊びの指導における
年間の目標 ・いろいろな素材や道具、遊具を使って友達と遊ぶ。

参考　　　 知的障害のある児童生徒の『キャリアプランニング・マトリックス（試案）』　（国立特別支援教育総合研究所　2010）

ス
テ

ッ
プ

教師や家族と一緒に

教師や家族の支援で

教師や家族の一部の支援で

自分から進んで

好
き
な
活
動
に
思
う
存
分
取
り
組
み

、
充
実
感
や
満
足
感
を
も
つ

自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
を
す
る

目
標
を
立
て
て
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る

自
分
の
好
き
な
遊
び
や
物

、
活
動
な
ど
を
選
ぶ

活
動
後
に

、
が
ん
ば

っ
た
こ
と
や
楽
し
か

っ
た
こ
と
を
表
現
す
る

将
来

「
～

に
な
り
た
い

」
と
い
う
憧
れ
を
も
つ

日
常
生
活
で
は
お
金
が
必
要
な
こ
と
が
分
か
り

、
使
い
道
を
考
え
て
買
い

物
を
す
る

学
校
で

、
係
の
仕
事
・
清
掃
・
お
手
伝
い
を
す
る

家
庭
で
お
手
伝
い
を
す
る

排
せ
つ

食
事

生
活
リ
ズ
ム

(

睡
眠

）
を
整
え
る

健
康
管
理
を
す
る

身
体
を
動
か
し
て
遊
び
や
運
動
に
取
り
組
む

時
間
の
け
じ
め
を
つ
け
る
・
活
動
の
切
り
替
え
を
す
る

生
活
や
遊
び
の
中
で
道
具
を
正
し
く
使
う

身
近
な
職
業
や
働
く
人
に
興
味
・
関
心
を
も
つ

経
験
し
た
こ
と
を
自
分
な
り
の
表
現
で
伝
え
る

経
験
し
た
こ
と
や
気
持
ち
な
ど
を
絵
や
文
字

、
文
章
で
表
現
す
る

決
ま

っ
た
額
で
の
買
い
物
を
す
る

歯
磨
き
や
洗
面

、
手
洗
い
を
す
る

身
だ
し
な
み
を
整
え
る

学
校
生
活
の
日
課
表
や
活
動
の
手
順
表
が
分
か
り

、
活
動
に
取
り
組
む

身
近
な
生
活
で
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
情
報
が
分
か
り
活
動
に
取
り
組
む

身
近
な
生
活
で
接
す
る
人
が
分
か
り

、
興
味
・
関
心
を
も
つ

身
近
な
生
活
や
遊
び
で
の
き
ま
り
・
マ
ナ
ー

を
守

っ
て
活
動
す
る

道
路
や
横
断
歩
道
な
ど
を
利
用
す
る

お
店
や
公
共
施
設
を
利
用
す
る

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

お
金

（
硬
貨
や
紙
幣

）
の
理
解

簡
単
な
買
い
物
を
す
る

具体的な
基礎的能力

興
味
の
あ
る
こ
と
・
好
き
な
も
の
を
も
ち

、
増
や
す

自
分
の
良
い
と
こ
ろ
・
得
意
な
こ
と
に
気
付
く

友
達
を
意
識
し
て
活
動
す
る

友
達
と
仲
良
く
遊
ぶ

友
達
の
良
い
と
こ
ろ
や

、
自
分
と
違
う
と
こ
ろ
に
気
付
く

習
慣
形
成

夢
や
希
望

や
り
が
い

目
標
設
定

あ
い
さ
つ

身
近
な
人
に
あ
い
さ
つ
を
す
る

集
団
活
動
に
参
加
す
る

友
達
と
一
緒
に
活
動
す
る

友
達
と
協
力
し
て
活
動
す
る

応
答
　

「
は
い

」
「
い
い
え

」
「
い
や

」

感
謝
・
謝
罪
 

「
あ
り
が
と
う

」
「
ご
め
ん
な
さ
い

」

要
求
　

「
～

く
だ
さ
い

」

援
助
依
頼
　

「
手
伝

っ
て
く
だ
さ
い

」

許
可
　

「
～

し
て
も
い
い
で
す
か

」

報
告
　

「
終
わ
り
ま
し
た

」
「
で
き
ま
し
た

」

自
己
選
択

振
り
返
り

清
潔

身
だ
し
な
み

 
様
々
な

 
情
報
へ
の

 
関
心
・
活
用

 
社
会
資
源
の

 
活
用
と

 
マ
ナ
ー

金
銭
の
理
解
と

扱
い

　
働
く

　
よ
ろ
こ
び

基礎的能力
自
己
理
解

他
者
理
解

協
力
・
共
同

集
団
参
加

意
思
表
現

 アセスメントシート 　　知的障害特別支援学校　小学部　　年　氏名（　　Ｂ児　　）　
小学部段階のキャリア発達　：　職業及び生活にかかわる基礎的能力

キャリア発達にかかわる
四つの能力領域 人間関係形成能力 情報活用能力 将来設計能力 意思決定

能力 
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情報活用能力 将来設計能力 意思決定能力

支援シート　　知的障害特別支援学校　小学部　　年　氏名　（　　　 　　　 　）

題材の
目標

支援に
生かしたい

キャリア発達

人間関係形成能力

場
の
設
定

支
　
援
　
方
　
法

教
材
・
遊
具

●
児
童
の
様
子
 
 

○
支
援
方
法
の
評
価

1

5

3

4

教
師
の
働
き
か
け

2

-　資料４　-



情報活用能力 意思決定能力

・楽しく遊ぶための約
束を知り、遊具を壊す
以外の楽しみ方で遊
ぶ。

・使いたい道具や遊
具を自分で選んで遊
ぶ。

手で握る、押し出す、足で踏
むなど、児童ができる方法で
風船を膨らませるように、いろ
いろな道具を用意する。

風船バレー用の風船を二つ
提示し、自分で使いたい方を
選ぶように言葉をかける。

迷路は隙間なくつなぎ合わ
せ、壊れにくい構造にする。

風船は次回も使うため、割っ
て楽しむのではなく、投げた
り打ったりして遊ぶことを伝
える。

友達を意識できるように、教師が友達の名前を呼びながら遊ん
だり、友達の遊びの様子を言葉で伝えたりする。

台車に乗るときは、教師が「一緒に乗る？」と聞いて他児童も
誘ったり、Ａ児に「～を誘ってみたら」や「だれと乗る？」と聞いた
りする。

　注 ： 【人間関係形成能力】及び【将来設計能力】にかかわる題材の目標だったため、枠の順番を入れ替えて活用した。

風船にさらに興味をもって意欲的に遊べるように、風船をその
場で膨らまして見せる。

●教師と風船を打ち合って遊んだ。
●風船がたくさん出てくると、風船を割ることにこだわり、遊びが
あまり広がらなかった。

○身体を動かして遊ぶには大きな風船とスポンジフリスビーの
遊具が有効だった。
○小さな風船、細長い風船、ビニール袋で作った風船は割った
り破ったりする楽しさは味わえるが、身体を使って遊ぶためには
不適切だった。
○より楽しく遊ぶために、風船を割ることについて事前に確認が
必要である。

●友達が風船で遊ぶ様子を見て、友達のまねをしたり、教師や
友達と風船を打ち合ったりして遊んだ。
●前半は、「秘密の扉を探してね」という教師の誘いや友達が
遊ぶ様子を見ることで迷路に入って遊んだ。
迷路を付け足した後半からは、自分から迷路に入って遊ぶこと
が増えた。

○友達が遊ぶ様子を見ることが、風船遊びを活発にするには
有効だった。
○秘密の扉を付けたり、授業の途中で迷路を付け足したりした
遊具への工夫が有効だった。

●
児
童
の
様
子
 
 

○
支
援
方
法
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評
価

1

●自分から教師に「バレーボールしよう」と言って一緒に風船を
打ち合って遊んだ。教師との風船のやりとりが中心だった。

○教師とのやりとりを楽しみながら、友達にも声をかけながら遊
べるような教師の働きかけの工夫が必要である。

3

●迷路に入っている友達に外から声をかけたり、「渋滞ごっこ」
と称して先に入っている友達を追って迷路に入ったりして遊ん
だ。
●友達が台車に乗っている様子や教師の言葉かけによって、
台車に友達と一緒に乗って遊んだ。
●教師の言葉かけでかけ声をかけた。

○友達と一緒に入れる迷路の設置と、教師も一緒に入って楽し
むことが有効だった。
○教師の誘いの言葉かけや友達が遊んでいる様子を見ること
が有効だった。

5

●友達が風船で遊ぶ様子を見て、「～についていく」と言って台
車遊びをやめて風船で遊ぶことがあった。
●「～がいないとつまらない」と言って友達を風船に誘って遊ん
だ。
●どの遊具でも、友達に声をかけたり誘ったりして遊んだ。
後半では、教師の言葉かけによって台車で友達に声をかけたり
誘ったりすることが増えた。

○教師が友達の遊ぶ様子を伝えることや、友達が遊ぶ様子を
見ることが有効だった。
○「誘ってみたら？」「追いかけてみたら？」「台車を押してくれ
る？」などの教師の言葉かけが有効だった。

4

●教師の「～を誘ってみる？」の言葉かけで友達を誘って台車
で遊んだ。
●自分から友達を誘って迷路で遊んだ。
●後半は、教師とジャンケンや追いかけっこをして遊ぶことが
多かった。

○友達とのかかわりについては教師の言葉かけが有効だっ
た。
○初めて設定された遊具には興味を示してたくさん遊ぶが、２
回目以降は飽きてしまう傾向がある。教師の働きかけや遊具
への工夫が必要である。

●自分から迷路に入ったり、教師の言葉かけによって迷路に
入ったりした。迷路の中を、四つばい、腹ばいなどで進み、身体
を動かして遊んだ。
●「風船バレーする？」と教師が誘うと、教師やＢ児と一緒に風
船を打ち合って遊んだ。

○トンネル状にして隙間なくくねくねとつなぎ合わせた迷路の構
造が有効だった。
○教師の誘いが有効だった。

●自分から迷路に入って遊んだり、教師と追いかけっこをすると
きに、迷路に逃げ込んで遊んだりした。
●友達が風船で遊ぶ様子を見て、「サッカーしよう」と言って風
船を蹴って遊んだ。
●教師が膨らました風船をたたいてしぼませたり、風船を持っ
た教師を追いかけたりした遊んだ。

○身体を動かして遊ぶためには迷路は有効だが、遊びが長時
間持続しない。さらに興味をもって遊べるように工夫が必要であ
る。
○途中で風船を膨らましたことは、児童の遊びを活発にするこ
とに有効だったが、遊具からは興味が離れてしまった。
遊具にもっと魅力的な工夫や教師の働きかけが必要である。

●偶然に迷路の入り口が倒
れてしまうことはあったが、
自分で壊そうとはせず、迷路
に入って遊ぶことを楽しん
だ。

○事前の確認と、壊れにくい
構造の迷路が有効だった。

●大きさの違う二つの風船を
提示すると、「小さい方」と
言って自分で選んだ。

○実際に使う風船を提示し
たことは有効だった。

2

●自分から意欲的に台車に乗って遊んだ。
●「一緒に乗ろう」と自分から友達を誘っていた。

○友達と一緒に乗れる大きさの台車を用意したことが有効だっ
た。

●滑り降りた後に、台車を自分で押して運んでいた。

○台車の活用は身体を動かして遊ぶためにも有効だった。

意欲的に迷路に入って遊べるように、迷路に秘密の扉を付け
る。

●風船を割ろうとすることは
なかった。

○事前の確認が有効だっ
た。

友達と遊ぶときには、友達の名前を呼んでみるように言葉をか
ける。

友達を呼んでも気付かない場合は、肩をたたいてから呼ぶよう
に伝える。

●押し出す方法の道具を自
分で選び、教師が手を添え
ながら一緒に使った。

○道具を複数提示したこと
と、使い方を目の前で実演し
たことは有効だった。

友達の様子が見えたり声をかけたりできるように、段ボール迷
路に小さな窓を付ける。

台車でスロープを滑るときには、「３，２，１，スタート！」など、か
け声をかけて楽しい雰囲気を作る。

Ａ児から出された自由な発想の遊びを受け入れ、友達を誘いな
がら、教師も一緒に楽しく遊ぶ。

意欲的に風船で遊べるように、膨らましてない風船を用意して
おく。

支
　
援
　
方
　
法

場
の
設
定

教
師
の
働
き
か
け

教
材
・
遊
具

さらに迷路に興味をもち、且つ身体を動かして遊ぶ姿が増えるように、
途中で迷路を付け足す時間（合体タイム）を設ける。

いろいろな遊具を使って、教師も一緒に楽しく遊ぶ。

友達と一緒に持って遊べるようにバルーン（パラシュート）を用
意する。

意欲的に遊べるように、台車にスロープとトンネルを組み合わ
せて設置する。

支援に
生かしたい

キャリア発達
・教師には自分から進んで話しかけたり、かかわって遊んだり
する。
・教師の言葉かけで、友達に声をかけたり物を介して働きかけ
たりすることもある。

・粘土や箱など、道具を物に
見立てて遊んだり、ごっこ遊
びをしたりすることがある。
・競争をして遊ぶことが好き
である。

・遊びや運動の経験を積み重ねることによって、腕を大きく回し
たりジャンプしたりできるようになった。
・道具を使う際は、指先を使った細かい操作はあまり得意では
ないが、つぶしたり投げたりなど、物をダイナミックに操作して遊
ぶことが好きである。
・終了の時刻を予告しておくと、時間的な見通しをもって活動で
きる。

支援シート　　知的障害特別支援学校　小学部　　年　氏名　（　　Ａ児　　）

人間関係形成能力

題材の
目標

◎ 教師の言葉を聞いて、友達を誘って遊具で遊
ぶ。

将来設計能力

◎ 教師の誘いを受け入れたり、教師や友達が
遊ぶ様子を見たりして、身体を動かして遊ぶ。

・身近な生活で見たり聞いた
りした情報をよく記憶し、自
分から話して教師と会話す
る。
・事前にルールや約束事を
伝えたり確認したりすると、
意識して守ることができる。

いろいろな遊具に目を向けやすいように、スロープと迷路を近く
に設置する。風船も近くに置く。

友達と一緒に乗れる大きさの台車を用意する。

風船バレー用に、割れにくい素材の風船（大1個、中1個）を用意する。

手足を動かして遊べるように、広いスペースを用意する。

手を上下に動かして遊べるように、風船を付けたハンモックを高
い位置に設置する。

児童の遊ぶ様子に応じて、徐々に風船プール、バルーン（パラ
シュート）、風船バレーのネットなどを増やしていく。

大小や形、素材などが違う様々な風船を用意する。

段ボール迷路は、四つばいの動きが自然に生じるように、トン
ネル状の迷路にする。

-　資料５　-


